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■令和６年度 学校関係者評価について 

〈説明〉 

本校が、教育研究水準の向上や活性化に努めるとともに、その社会的責任を果たしていくため、

校訓や学校の目標と教育の実態とを照らし合わせ、自らの教育研究活動等の状況について自己

点検し、現状を正確に把握・認識した上で、その結果を踏まえ、優れている点や改善を要する点な

ど自己評価を行った。 

 

１．実施日時 

 令和７年１０月１０日（金） １７：００～１８：２０ 

 

２．実施場所 

専門学校北海道サイバークリエイターズ大学校  ２０４教室 

 

３．実施方法 

（１）実施組織：学校関係者評価委員会 

  ○評価委員： 

石原 勲       北１５東６親交会 町内会長 

中川 貴宣    保護者 

谷崎 英二    株式会社テクタス 代表取締役 

 

  ○学校関係： 

橋本 直樹  専門学校北海道サイバークリエイターズ大学校 校長 

川東 博之  専門学校北海道サイバークリエイターズ大学校 クリエイター系学科 学科長 

菅野 崇行  専門学校北海道サイバークリエイターズ大学校 エンジニア系学科 副学科長 

 

（２）評価基準：文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に準拠 

（３）評価方法：令和６年度学校運営・教育活動実績報告書に対する学校関係者評価 

 

４．評価項目 

 次の１１項目について実施 

（１）教育理念・目標 

（２）学校運営 

（３）教育活動 

（４）学修成果 

（５）学生支援 

（６）教育環境 

（７）学生の受け入れ募集 

（８）財務 

（９）法令等の遵守 

（10）社会貢献・地域貢献 

（11）国際交流 

 

５．評価項目に対する評価 

（１）４段階で点数評価 

  ４：適切  ３：ほぼ適切  ２：やや不適切  １：不適切 

（２）委員会で提出された意見や質疑、提案事項を記載 

  ① 項目２ 学校運営に関する意見 
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  ② 項目３ 教育活動に関する意見 

（委員からの意見） 

教職員の人数に不足はないのか。 

（学校より） 

常に不足していることは事実である。学生に向き合う時間を多くとることを学校として重

視している。その為、DX 化や AI 活用を通じた校務・教務事務の効率化と負担軽減に取

り組んでいる。 

 

  ③ 項目 5 学生支援に関する意見 

（学校より） 

卒業生との連絡手段を整備しているが、卒業から年数が経っていること、道外へ就職

したもの、携帯電話等の連絡手段（番号が変わる）変更もあり、整備が進まない要素もあ

る中であるが、有益な研修やセミナー情報に関しては、そちらを使用した案内を検討して

いる。 

 

  ④ 項目 6 教育環境に関する意見 

（学校より） 

防災・安全管理に関する体制整備に関して、災害時の帰宅困難対応のために必要な

非常食、飲料水の用意をしている。 

 

  ⑤ 項目１１ 国際交流に関する意見 

（学校より） 

昨年までビジネスキャリア学科 1 年制があったが、姉妹校北海道グローバル外語専門

学校開設により 4 月より当学科は移管していること、留学生の在籍状況等の共有がされ

た。 

 

６．その他 

（１）以下、令和 6年度（2024年度） 学校自己点検・評価報告書より。 

項目１  教育理念・目標 

・項目評価 ４．０ 

・すべての項目について適切と評価。 

 

項目２ 学校運営 

・項目評価 ３．８ 

・2-4-22：研修効果を評価するため、記録等を今後徹底したい。 

・2-4-23：教員評価に関する面談以外の面談内容に関しても、エビデンスとして記録を残すことを

今後は徹底する。 

 

項目３ 教育活動 

・項目評価 ３．９ 

・3-2-2： 講義主体となる科目に関しては、コマシラバスに該当するものを今後作成することを検討 

する。 

・3-2-22：今後は公開授業の実施方法をより簡潔にし、実施授業数を増加させ、授業の質を担保 

することを検討する。 

・3-2-23：現在はアンケート集計を外部企業にお願いしている関係上、全授業を対象とする予算 

確保はなされていない。今後は実施方法も含めて検討。 
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項目４ 学修成果 

・項目評価 ４．０ 

・すべての項目について適切と評価。 

 

項目５ 学生支援 

・項目評価 ３．９ 

・５-7-21：現在卒業後の学生連絡手段を整備しており、有益な研修やセミナー情報に関しては、 

そちらを使用した案内を検討している。 

 

項目６ 教育環境 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

 

項目７ 学生の受入れ募集 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

 

項目８ 財務 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

 

項目９ 法令等の遵守 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

 

項目１０ 社会貢献・地域貢献 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

 

項目１１ 国際交流 

・項目評価 ４．０ 

・全ての項目について適切と評価。 

以上 


